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歳
（
時
間
）

は
生

じ
た

り
、

昼

夜
を

配

分
し

、

一

切
の

瞬
く
も
の

（
生

物
）

を

支
配

す
る

〔
歳
は）
」

（
辻
直
四

郎
訳
）

。

す
な
わ

ち、

浪
だ
つ

大

海
よ

り
生

じ
た

歳
（
時
間
）

が、

一

切
の

瞬
く

も
の

（

生

物
）

を

支
配

（

＜
p二
盟）

す
る

と
い

う
内

容
で

あ
る

。

　
団
ア

タ

ル

ヴ
ァ

・

ヴ
エ

ー

ダ
」

（
六、

八

六
、

二
）

か

ら

引
用

す
る

。

「

大

海
は

潮
流
の

所
有
者
で

あ
る

。

ア

グ

ニ

は

大
地
の

支

配
者
で

あ
る

。

月
は

星
々

の

所
有

者
で

あ
る

。

…
…

」 。

U°
O
げ
帥

巳
は

ア

グ

ニ

を

太
陽

と

訳
す
が
、

い

ず
れ
に

せ
よ

大
地
の

支
配
者

（

〈
鋤

爾）

で

あ
る

。

す
な
わ

ち
、

神
々

あ
る

い

は

上

位
者
が

下
位
の

も
の

ど
も
を

支
配
し

て

い

る

の

で

あ
る

。

　

古
ウ

パ

ニ

シ

ャ

ッ

ド
の

中
か

ら
ア

ー

ト
マ

ン

に

よ
る

支
配
を

見
て

み

よ

う
。

「

心

臓
の

内
部
の

こ

の

虚
空

、

そ
こ

に
一

切
の

支
配

者
（
＜

器
U

と

し

て
、

一

切
の

主
と

し
て
、

一

切
の

君
主
と
し

て
、

そ
れ

は

横
た

わ
っ

て

い

る
」

（
bd
＞
d’
四

、

四
、

二

二
、

湯
田

豊
訳
）

。

そ
れ
と
は

、

不
生
の

ア

ー

ト

マ

ン

の

こ

と

で

あ
る

。

　

仏
教
や

ジ

ャ

イ
ナ
教
は
、

右
に

見
て

き
た
バ

ラ

モ

ン

教
に

反
対
し

て

出

現
し

た
の

で

あ
る

が、

神
に

よ

る

支
配
に

つ

い

て

も
記
録
を

残
し

て

い

る
。

南
伝
上

座
部
の

『

梵
網
経
』

等
が
そ
れ

で

あ
る

。

「

わ
れ

は

梵
天
な

り
。

大
梵
天

な
り

。

全
能
に
し
て

打
ち

勝
た
る

る

こ

と
な

く、

何
れ

の

も
の

を

も
見、

一

切
を

支
配
し
て
、

世
界
の

自

在
主

な
り

。

す
べ

て

の

も
の

の

創

造
主
で

化
生

主
、

最
上
の

能
生

者、

一

切
を

制
す
る

主
、

已
生
、

未
生
の

も
の

の

父

な
り

」

（

雲

井
昭
善
訳）
。

こ

こ

で

は

梵
天

と

自
在
神
と

が

同
義

で

あ

り、

支

配

者
は

く
p

芻−
く

碧
菖

と

な
っ

て

い

る
。

す

な
わ

ち
く

器
鋤

と
い

う
用
語
が
神
の

属
性
を
表
す
こ

と
を

仏
教
は

知
っ

て

い

た

よ

う
だ．、

　

さ
て

こ

こ

か
ら
は
、

支
配
を

意
味
す
る
く

霧
餌

の

用

語
を

、

初
期
の

仏

教
や
初
期
の

ジ

ャ

イ
ナ
教
で

は

ど

の

よ

う
な
文
脈
で

使
用
し
て

い

た
の

か

を
見
て

み
よ

う
。

最
初
期
の

仏
典
の

ひ
と

つ

に

『

ス

ッ

タ
ニ

パ

ー

タ
』

が

あ
り、

そ
の

中
で

も
最
も
古
い

第
四

章
の

第
九
六
八

偈
か
ら

引
用
す
る

。

「

怒

り
と

高
慢
と
に

支
配
さ

れ

る

な
。

そ
れ

ら

の

根
を

堀
つ

く
し
て

お

れ
。

ま
た

快
い

も
の

も
不
快
な
も
の

も、

両
者
に

し
っ

か

り
と

、

う
ち
克
つ

べ

き
で

あ
る
」

（

中
村
元
訳
）

。

す
な
わ

ち、

自

身
の

精
神
状
態
で

あ
る

怒

り

欝
o
◎

に
 ）

と

高
慢
（
⇔
什

巨
99
）

に

支
配
（
＜
p
ω

巴

さ

れ
て

は

い

け
な

い

と

言
う

。

怒

り
と

高
慢
は

煩

悩
（

匡
霧
眇
）

と

言
い

換
え

て
も
よ
く

、

も
し
そ

う
で

あ
る
な
ら
自
身
の

煩
悩
に
よ

っ

て

主

体
が

支
配
さ
れ
て

は
い

け
な
い

。

　

初
期
の

ジ
ャ

イ

ナ
教
聖

典
の

ひ

と

つ

に

『

ア

ー

ヤ

ー

ラ

ン

ガ
・

ス

ッ

タ
』

が

あ
り

、

そ

の

第
一

編
は

最
も

古
い

と

さ
れ

て

い

る
。

そ
こ

か
ら

引
用

す
る
。

「

人
は

老
と

死

の

支
配
に

陥
り
や

す
い
」

。

す
な
わ

ち、

老

（

す
鼠）

と

死
（

皀
髯
o
二）

の

支
配
（

＜
p。

ω

鋤）

に

陥
る

の

が
人
の

常
で

あ
る

。

　

煩
悩
の

支
配
（

匡
Φ
ω

甲
く
9。

芻）

と

い

う
複
合

語
が

初
期

仏

典
『

ジ

ャ

ー

タ

カ
』

等
に

散

見
さ
れ
る．．

　
以
上
の

検
討
か
ら

何
が
い

え
る
の

か
。

バ

ラ

モ

ン

教
で

は

支
配
の

主

体

は
、

先
ず
は

神
や

上
位

者
で

あ
る

。

仏
教
や

ジ
ャ

イ

ナ
教
で

は
、

煩
悩
な

ど
の

支
配
の

原
因
が

、

そ
の

人
の

主
体
の

中
に

存
在
す
る

で

あ
ろ

う
。

一

闡
提
に
つ

い

て

南
　
部
　
千

代

里

一

闡
提
は

、

サ
ン

ス

ク

リ

ッ

ト
語
Hoo

冨
三
貯
9

の

音
訳
で、

大
乗
の
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『

涅
槃
経
』

に

お

い

て

の

定
義
は
、

一

切
の

諸
善
の

根
を

断
滅
し、

本
心

よ

り
一

切
の

善

法
を

攀
縁
し
な
い

も
の

（
如
来
性

品
第
四

之
二
）

で

あ

り、

慚
愧
・

悔
改
め

の

無
い

（
如
来
性
品
第
四
之

六
）

非
仏
教
的
な

極
悪

人

の

代
名
詞
で

あ
る
。

こ

の
一

闡
提
の

救
済
が
仏
教
の

テ

ー

マ

と
な
っ

た

の

は
、

阿
含
の

『

涅
槃
経
』

に

そ
の

用
語
が
見
い

だ
せ

な
い

こ

と
か
ら
、

龍
樹
以

後、

無

着
・

世
親
以

前
の

間
（
＞
b
』
ム）
、

中

観
か

ら、

心
を

仏
と

共
通

す
る
も
の

と
し

て

理

想
面
か
ら

考
察
す
る
如
来
蔵

説
（

『
涅
槃

経
』

）

と
、

心
の

現

実
的
機
能
を

分
析

す
る

こ

と

か

ら
出

発
す
る

唯

職
説

（
『

解
深

密
経
』

）

へ

と

発
展
し
て

い

く
過

程
に

お
い

て

で

あ
る

と

考
え
ら

れ

て

い

る
。

こ

の

意
味
に

お

い

て
一

闡
提
は
、

仏
教
思

想
・

思

想
史
の

転

換
点
に

立
つ

注
目
す
べ

き
存
在
で

あ
る

。

　
一

闡
提
は
、

善
根
を

断
じ

て

い

る

た

め
仏
道
に

入
る

こ

と
が
で

き

ず
、

結
果
と

し
て

成
仏
で

き
な
い

も
の

の

意
味
と

理
解
さ

れ

た

こ

と
か

ら
、

初

分
の

大
乗
の

『

涅
槃
経
』

で

説
か
れ

る
一

闡
提
の

思

想
が

、

後
世
に

大
き

な

影
響
を

与
え
て

し
ま

う
の

で

あ
る

。

な
ぜ

な
ら

ば
、

コ

切
衆
生

悉
有

仏

性
」

と
い

う
大
乗
の

「

涅
槃
経
』

の

根
本
的
教
理

と
、

一

闡

提
だ

け
は

死

骸
の

如
し

（

梵
行
品

第
八

之
五
）

、

徹
底
的
に

差

別
し
、

排
除
し
て

、

成

仏
不
可
能
と

す
る

こ

と
と
の

間
に

は
、

大
き
な

「

矛

盾
」

が
生
ず
る

か

ら
で

あ
る

。

「

一

切
衆
生
悉
有
仏
性
」

が

真
理
で

あ
る

な
ら
ば
、

「

除
一

闡

提
」

と

い

う
の

は

全
く
理

屈
に
A
・

わ

な
い

、

コ

切
」

に

例

外
は

な
い

の

で

あ
る

。

従
っ

て

大
乗
の

『

涅
槃
経
」

は
、

一

闡
提
も

仏
道
を
成
し

遂
げ

ら
れ

な
い

の

で

は
な
い

、

彼
ら
に

も
仏
に

成
り
得
る

可

能
性
を
秘
め
た

性

質
が

あ
る

（
如
来
性
品

第
四

之
二
）

と

説
く
の

で

あ
る

。

た
と
え
仏

性
な

し
と
さ
れ

る
一

闡
提
で

あ
っ

た
と
し

て

も、

大
悲
に

は

最
極
悪
の

も
の

も

救
い

か
ら

洩
ら

す
こ

と
が
で

き
な

い

と

し
て
、

終
局
的
に、

一

闡
提
成
仏

の

可
能
性
を

認
め

る

の

で

あ
る

。

　

悪
の

本
質
の

克
服
は

、

元
々

現
生
か
ら
の

解
脱
を

本
旨
と
す
る

仏
教
に

お

い

て

は
、

神
を
立
て

る

宗
教
と

異
な

り、

こ

れ

を

殊
更
に

問
題
視
す
る

必

要
性
は

な
か
っ

た
。

日

本
仏
教
に

お
い

て
、

こ

の

伝
統
的
な

仏
教
倫
理

観
を

打
ち

破
っ

た
の

が、

自

利
利

他
を

旨
と

す
る

大
乗
の

仏
者

親
鸞
の

「

善

人
な
お
も
て

往
生
を
と

ぐ
。

い

わ
ん

や

悪
人
を
や
」

で

あ
る

。

彼
の

悪
人
正

機
は
、

大
悲
を
逆

説
で

顕
わ
と
し

た
の

で

あ
る

。

　

提
婆
達

多
を

「

権
化
の

仁
」

（
『

教
行
信
証
し

と

親
鸞
が

逆
説
的
に

言
っ

た

の

は
、

親
鸞
を

含
め

た
人

間
の

根
源
を

彼
の

極
悪
事
の

中
に

見
た

か
ら

で

あ
る

。

提
婆
達
多
は、

釈
迦
に

嫉
妬
か

ら

対
抗
し

そ

の

地

位
と

信
望
を

嫉
み
、

逆

謗
を

犯
し
、

殺
意
を
抱

き
、

つ

い

に

は

生

身
の

ま
ま

無
問
地
獄

に

墜

ち
た
。

こ

の
一

闡
提
を

親
鸞
は

、

無
縁
の

他
者
と
し

て

客
観
視
す
る

の

で

は

な

く、

主

体
的
に

受
け
止
め

た
の

で

あ
る

。

理

由
は

、

提
婆
達
多

が

「

聡
明

広
学
な
り

、

十
二

年
中
坐

禅
入
定
し

て

心
を

移
易
せ

ず
」

（
『

出

曜
経
』

）
、

修
行
を

積
ん

だ

優
れ

た

仏
弟
子
で

あ
っ

た

か

ら
で

あ
る

。

そ
れ

が
、

変
貌
し

て
一

闡
提
と
な
っ

た
の

で

あ
る

。

人
は

自
分
の

目

を

自
身
で

観
る

こ

と
が

で

き
な
い

よ

う
に

、

罪
の

根
も

自
身
で

観
る

こ

と
は

で

き
な

い
。

だ
が

そ
れ

を

映
し

て

く
れ

る

鏡
が

あ
れ

ば
、

知
る

こ

と
が

で

き
る

。

こ

の

鏡
が
、

親
鸞
に

お

い

て

は

提
婆
達
多
で

あ
っ

た
。

故
に

提
婆
達
多
の

腐
っ

た
腸
を

観
る

こ

と
に

よ
っ

て
、

慈

悲
も

慚
愧
も
な

い

「

虚

仮
不
実
の

わ
が

身
」

は

「

い

つ

れ

の

行
も
お
よ

び
が

た

き
身
」

で

あ
り
ま

す
と
、

自

身
の

罪
を

自
覚
す
る

こ

と
が

で

き
た
の

で

あ
る

。

翻
っ

て

考
え
る

な
ら

ば
、

提
婆
達
多
が
一

闡
提
で

あ
っ

た

か
ら

こ

そ
、

自
覚
に

至
る

こ

と

が
で

き
た
の

で

あ
る

。

親
鸞
の

罪
の

自

覚
は
、

一

閑
提
と
し

て

送
っ

た

提
婆
達

多
の

生
を

自
ら

の

生
の

現
実
と

重
ね

合
せ
、

「

提
婆
達

多
な
る

わ

た

し
」

（1163）329
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と

成
っ

た
自

覚
で

あ
る

が
、

同

時
に、

そ

の

「

わ
た

し
」

を
、

救
い

か
ら

疎

外
さ

れ
た

無
学
破
戒
の

衆
生

の

生
に

重

ね
合
せ

、

「

そ
く
ば

く
の

業
を

も
ち
け
る

身
」

の

悲
惨
さ
を

深

く
内
省
し

、

痛
感
し
た
の

で

も

あ
る

。

故

に

親
鸞
の

「

い

つ

れ

の

行
も
お

よ

び
が
た
き

身
」

の

自

覚
は

、

す
べ

て

の

人
に

罪
の

自
覚
の

境
地
へ

と

至

ら

し

め
る

も
の

で

は
な
い

だ
ろ

う
か

。

第
一

結
集
に

お
け
る

阿

難

　
　
　

　
有
学
か
ら

無
学
へ

龍

　
口

　
明
　
生

　
は

じ

め

に

　
　
第
一

結
集
は

五

百
人
の

比
丘
が

集
ま

り、

法
と

律
と
を

誦
出
し

編
纂
し

た
。

こ

こ

で

は

第
、

結
集
開
始
に

当
た
っ

て

の
、

阿

難
の

お

か

れ

た

立

場
に

つ

い

て

考
察
す
る

。

諸
律
蔵
の

中
の

第
一

結
集
の

記
述

で

は

阿
難
は

未
だ

有
学
で

あ
り
阿
羅
漢
で

は

な
い
、

と
い

う
理

由
で

結
集

の

指
導
者
で

あ
る

大
迦
葉
よ
り
最
初
は

参
加
す
る

こ

と
を

拒
否
さ
れ

る
。

こ

の

こ

と
を

聞
い

た

阿
難
は
精
進
し

解
脱
を

得
、

阿
羅
漢
と
な
る

。

阿
羅

漢
に
な

っ

た

時
点
で

参
加
を
許
さ
れ
、

結
集
が

開
始
さ

れ
る

。

こ

の

点
か

ら

言
え
る

こ

と
は
、

阿
難
は
出

家
し

、

や
が

て

釈
尊
に

給
侍
し
、

多
聞
第

一

と

な

り、

釈
尊
入
滅
後
に

至

る

も
、

そ
の

間
ず
っ

と

学
地
に

あ
り
て
、

阿
羅
漢
に
な
る

こ

と

は

無
か
っ

た
。

阿
羅
漢
に

な
っ

た

の

は

第
一

結
集
開

始
直
前
の

こ

と
で

あ
る

。

と
こ

ろ

で

後
世
の

成
立
で

あ
る

大
乗
経
典
に

お

い

て

も、

そ
れ
が
釈
尊
の

説
か

れ
た

「

仏
説
」

と
い

う
構
成
を
と

っ

て

い

る

な
ら

ば
、

そ
こ

に

登
場

す
る

釈
尊
を
は

じ

め

他
の

人

々
、

仏
弟
子、

す

く
な
く
と

も
比
丘
達
の

作
法
等
は

律
の

規
定
に

準
じ

た

も
の

と

な
る

の

が

自
然
で

あ
ろ

う
。

こ

の

観

点
か

ら
諸
律
蔵
を
は

じ

め
、

諸
経
典、

特
に
浄

土
三

部
経
中
の

阿
難
の

描

写
を

検
討
し
、

そ

の

相
違
の

原

因
は

何
か

の

手

掛
か

り
を

得
た
い

と
思

う
。

　
一
　

諸

律
蔵
の

第
一

結
集
開
始
の

直
前

、

直
後
の

阿

難

　
諸

律
蔵
の

叙
述
が

必
ず
し
も
全

く
一

致
す
る

わ

け
で

は
な

い

が、

現
存

律
蔵
の

多
く
は、

阿
難
が

阿

羅
漢
に

な
っ

た
の

は

第
一

結
集
（

五

百
入
結

集）

の

直

前
で

あ
り、

摩
訶
迦

葉
に

よ

り
第
五

百
番
目

の

阿
羅
漢
と

し
て

結

集
へ

の

参
加
が

許
さ

れ

て

い

る
。

現
存
の

律
蔵
は

同

様
に

こ

の

こ

と

を

伝
え

て

い

る
。

 
『

四
分

律
』

「

集
法
毘
尼
五

百
人
」

（

大
正
b。

N
 
OO

。

−

O
 

討
）

に

於
い

て

は
、

大
迦
葉
は

比
丘

四

百
九

十
九
人
を

選
ん

だ
。

彼

等
は

「

皆

是
阿

羅
漢
多
聞
智
慧
者
」

で

あ
り

、

他
の

比

丘

達
が

阿
難
を
数

に

加
え
る

よ

う
提
案
す
る

も

大
迦

葉
は

「

阿

難
有
愛
恚

怖
癡。

有
愛
恚
怖

癡
。

是
故

不
応

令
在
数
中
」

と
い

う
理

由
で

拒
否
す
る

。

そ
こ

で

阿
難
は

精
進
し
無

漏
解
脱
を

得
、

「

時

阿
難
得
阿

羅
漢
已
」

の

で

あ
る

。

そ

し
て

阿

羅
漢
と

し

て

結

集
に

参
加
が

可
能
と

な
る

。

 
『

五
分

律
］

「

第
五

分

之
九
五

百

集
法
」

（

大
正
b。
卜。．
一

ゆ
O
げ
−

o）

も
同
様
で

あ
る

。

 一
『

十
誦

律
』

「

五

百
比

丘
結
集
三

藏
法
品
」

第
一

（

大
正

込⊃
ω

』
ミ
σ
）

も
同

様
に

四
百

四

十
九
人
の

比
丘
は

「

皆
得
共
解
脱
」

て

い

る

が
、

阿

難
一

人
は
学
人
で

あ
る

。

学
人

で

は

あ
る

が
、

長
老

大
迦

葉
は

「

是
阿
難
好
善
学
人
」

で

あ

り
、

仏
は

「

阿

難
多．
聞
人

中
最
第
一
」

と

説
い

て

い

る

の

で

結
集
に

参
加

さ

せ
る

こ

と
を

提
案
し

て

い

る
。

こ

の

点
他
律
の

記
述
と
は

や
や
相
違
し

て

い

る

け
れ

ど

も、

後
に

は

「

五

百
阿
羅
漢
」

と

言
う
表
現
が
な
さ
れ
て

い

て
、

一

貫
し

て

い

な
い

。

 
『

根
本
説
一

切

有
部
毘
奈

耶
」

「

雑
事
」

巻
第
三

十
九
（
大
正
b。
倉

鼻
O
ω
oI

心
O
心

o）

 
『

摩
訶
僧

祗
律
』

（
大
正
b ⊃

b 。e

お
壁
−

σ）

及
び
、

 
「
ヴ
イ

ナ

ヤ
』

に
お
い

て

も

阿

難
は

有
学
で

あ
っ

た

が
、

精
進
し

て

阿
羅
漢
と
な
っ

て

い

る
。
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